
家庭でのＩＣＴの活用

「体力の向上」及び「運動習慣の確立」に向けた提言

「県新体力テスト」の結果から、体力合計点の県平均において、中学校では３年連続、高等学
校では２年連続で前年度を上回るなど、わずかながら記録の上昇が見られます。一方、「全国体
力・運動能力、運動習慣等調査」の結果から、「運動が嫌い・やや嫌い」と回答する児童生徒が、
依然として一定の割合で存在しています。さらなる体力向上や運動への消極的な意識の改善に向
け、「する・みる・支える・知る」といった運動との多様な関わり方を通して得られる気付きや
学びを、「もっとやってみたい」という意欲へつなげることも大切です。全ての児童生徒が「分
かった」「できた」という喜びを実感し、「楽しい」「もっとやりたい」という充実感や運動へ
の意欲を引き出す授業づくりをより一層進めましょう。併せて、学校教育活動全体を通した取組
も推進していきましょう。

「楽しい！」「もっとやりたい！」を
主体的な運動実践につなげよう提言

～全ての児童生徒が運動の楽しさを実感できる工夫を～

｢Ｒ７県新体力テスト｣(秋田県教育委員会)より
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｢Ｒ７全国体力・運動能力、運動習慣等調査｣(スポーツ庁)より

運動やスポーツをすることが「嫌い・
やや嫌い」と回答した児童生徒の割合

■「やりたい！」を引き出す取組を充実させよう

など

様々な取組（効果的な授業実践、教材教具の工夫、ICTの活用方法、掲示物等）を
校内で共有するなど、学校が一体となってよりよい授業づくりを進めていきましょう。

児童生徒が、小さな「分かっ
た」「できた」という成功体
験を積み重ね、運動の楽しさ
を味わいながら、次のステッ
プに挑戦できるようにする。

・発問や声掛けの工夫
・段階的なめあての設定
・学習環境の整備 など

・用具の活用
・多様な運動遊びの提示
・運動スペースの確保など

・動画の比較や分析
・運動記録の見える化
・客観的な自己分析

自分の姿や記録の推移を客
観的に捉えることで、変容
や成長を実感し、高い意欲
を持って自己の課題解決に
取り組めるようにする。

運動に親しむことができる
環境を整えることで、主体
的に運動に取り組む習慣の
形成へとつなげることがで
きるようにする。



家庭でのＩＣＴの活用

■ 「もっとやりたい！」を「実践」につなげる取組を広げよう

全国的に運動への好意度が高い本県ですが、一
方で「児童生徒のライフスタイル調査」において、
コロナ禍の影響やスクリーンタイムの増加等もあ
り、１週間の総運動時間は全体的に減少傾向にあ
ります。好意度が高い層は確かな「実践」へとつ
なげ、低い層には「楽しさ」を味わわせ動き出す
きっかけをつくることが重要です。そのために、
学校での学びを授業の中だけでなく、実生活へと
広げていくことができるよう、学校が主導して家
庭や地域とつながり、働きかけていく取組を進め
ましょう。
全ての児童生徒が、自分の生活の中に運動を位

置付け、生涯にわたって親しむことができる基盤
づくりを、学校全体で推進していきましょう。

ＱＲコード等を使用して、学校での取組を
動画で紹介し、家庭での実践を促す。

○ 活用できる資料、事業等
令和７年度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査 【報告書】

体力向上に関する好
事例として、旭川小
学校と鷹巣中学校の
取組が掲載されてい
ます。

家庭や地域を巻き込みながら、学校内外
で運動やスポーツに親しむことができる
機会と場をつくっていきましょう。
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｢Ｒ７児童生徒のライフスタイル調査｣(秋田県教育委員会)より

【記録シート】

「新体力テスト分析シート」を活
用して全国や県の平均値と比較し、
結果や目標を家庭と共有するなど、
学校と家庭が一体となり日常的に
運動を実践できる環境を整える。

総合型地域スポーツクラブや地区のコ
ミュニティセンター等でのスポーツイベ
ントと連携した取組を企画・実施する。
（ＰＴＡでの親子体験会、外部講師派遣
による出前授業等）

（分）

地域のスポーツ教室やサークル活動、運
動施設の利用状況等、情報を収集・把握
し、必要に応じた連携を図る。

運動のよさや効果を紹
介したり、親子で取り
組むことのできる動画
サイトを紹介したりし、
実践をチェックシート
で共有する。

｢身体診断(セルフチェック)｣
(スポーツ庁)より

家庭や地域とつながる「チーム学校」の取組を進めていこう！

運動への意識を高め、日常生活を

今よりもっとアクティブに！

【家庭との連携】 【地域との連携】

スポーツの専門性を有する地域人材を活
用して授業を行ってみませんか？

◇児童生徒は、専門的な指導を受けるこ
とができます。

◇教師は、児童生徒への効果的な指導方
法等を学び、指導力の向上につなげる
ことができます。

  (活用例：体つくり運動、器械運動、水泳など)

体育･保健体育授業サポート事業

※詳細は、保健体育課へご連絡下さい。

分析シート
のリンク先



走る楽しさや動きの高まりを実感する喜びを味わうことができるよう、場や教材づくりを工夫しましょう

■ 『走る』楽しさを味わわせる取組を進めよう

｢小学校体育（運動領域）指導の手引｣(スポーツ庁)より

スポーツ庁ＨＰ
「小学校体育（運動領域）指導の手引
～楽しく身に付く体育の授業～」

日本スポーツ協会ＨＰ
「アクティブチャイルド
プログラム（ＡＣＰ）」

～子どもが『走る』楽しさを味わうことができる取組（例）～

全ての児童生徒が走る
運動（遊び）に親しみ、
楽しさを味わうことが
できる工夫を取り入れ
よう。

｢Ｒ７県新体力テスト｣(秋田県教育委員会)より

S60 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R3 R4 R5 R6 R7

秋田県 9.06 9.63 9.57 9.60 9.50 9.40 9.40 9.38 9.38 9.41 9.34 9.42 9.36 9.40 9.43 9.48 9.57 9.47 9.58 9.51

全国 9.05 9.34 9.31 9.33 9.33 9.35 9.24 9.28 9.23 9.26 9.21 9.29 9.21 9.19 9.17 9.22 9.24 9.30 9.34 9.38

9.00

9.20

9.40

9.60

9.80

全国平均と県平均の記録の推移（50m走 小５男子）

※正しい動きつかむ※スタート位置を自分で決める競走

※ペットボトルタッチ

※腕組みダッシュ ※円の場で競走

※いろいろな走り方

（秒）

まっすぐ前を見て
体を軽く前傾前後に大きく腕を振って

腕を振って走ると
速く走れるね

楽しいけど腕を使わ
ないと走りづらいね

ここからなら勝て
るかもしれないわ

スキップ 大またで走る

Ⓒ2015秋田県んだッチ

今年度、児童生徒が実力を十分に発
揮できるよう、走る運動を十分に行っ
てから測定するなどの取組を推進しま
した。「県新体力テスト」では、小学
校において５年生男女をはじめ、半数
の学年男女で前年度の記録を上回りま
した。１週間の総運動時間が短い小学
校で記録の向上が見られたことから、
様々な走る運動の経験を通して、走る
楽しさに触れる取組を工夫することの
大切さが見いだされました。
児童生徒が爽快感や達成感等の楽し

さを味わえるよう、多様な走る経験を
積み重ね、走力の向上につながる取組
を進めていきましょう。

※ロープを並べて跳ぶ、走る

※マーカーにボールを置いていく

「アクティブチャイルドプログラム
運動遊びプログラムの紹介」

(日本スポーツ協会)より

S60 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R3 R4 R5 R6 R7

秋田県 9.31 9.74 9.65 9.70 9.60 9.50 9.50 9.53 9.55 9.53 9.49 9.49 9.51 9.56 9.54 9.56 9.65 9.62 9.75 9.68

全国 9.34 9.56 9.62 9.54 9.58 9.54 9.52 9.53 9.58 9.55 9.45 9.50 9.45 9.45 9.50 9.52 9.49 9.57 9.56 9.64
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全国平均と県平均の記録の推移（50m走 小５女子）

（秒）

○ 参考資料等
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